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地
球
温
暖
化
は
、
二
酸
化
炭
素
な
ど
の
温
室
効
果

ガ
ス
が
増
加
す
る
こ
と
に
よ
り
加
速
し
ま
す
。
二
酸

化
炭
素
は
電
気
を
つ
く
る
た
め
に
、
火
力
発
電
所
で

石
油
や
石
炭
を
燃
や
し
た
り
す
る
と
発
生
し
ま
す
。

ま
た
、
私
た
ち
が
自
動
車
を
走
ら
せ
た
り
、
不
要
と

な
っ
た
「
ご
み
」
を
燃
や
す
と
き
に
も
大
量
の
二
酸

化
炭
素
が
出
ま
す
。

こ
の
た
め
、
私
た
ち
が
電
気
や
燃
料
の
使
用
を
減

ら
し
た
り
、
ご
み
を
減
ら
し
た
り
す
る
こ
と
は
「
地

球
の
温
暖
化
」
防
止
に
大
き
く
役
立
ち
ま
す
。

町
と
し
て
は
、
播
磨
町
の
全
て
の
家
庭
や
事
業
所

お
よ
び
工
場
か
ら
の
ご
み
排
出
量
を
減
ら
す
こ
と
に

よ
り
、
焼
却
す
る
ご
み
量
を
減
ら
し
二
酸
化
炭
素
の

発
生
を
抑
制
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
、
家
庭
ご
み
排
出
量
の
減
量
に
あ
た
っ

て
は
、
町
の
広
報
紙
や
啓
発
チ
ラ
シ
を
通
じ
て
、
幾

度
と
な
く
、
ご
み
の
減
量
と
資
源
ご
み
分
別
収
集
徹

底
の
啓
発
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
ご
み
減
量
と
資

源
ご
み
の
分
別
を
徹
底
す
る
こ
と
は
難
し
い
状
況
で

す
。今

後
は
、
町
の
指
導
で
、
ご
み
減
量
を
行
う
の
で

は
な
く
、
ご
み
を
出
す
人
自
ら
が
自
主
的
に
ご
み
を

出
す
の
を
控
え
る
よ
う
な
制
度
（
家
庭
ご
み
の
有
料

化
な
ど
）
が
必
要
か
と
思
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
行
政

自
ら
も
、
二
酸
化
炭
素
削
減
に
取
り
組
む
姿
勢
を
示

す
た
め
、
現
在
、
全
て
の
公
共
施
設
を
対
象
と
し
た

地
球
温
暖
化
防
止
率
先
実
行
計
画
を
策
定
中
で
す
。
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海
面
水
位
は
地
球
全
体
で
二
十
一
世
紀

末
に
は
、
最
大
八
十
八
㌢
上
昇
す
る
と
予

測
さ
れ
ま
す
。
低
い
土
地
は
水
没
し
た
り
、

農
業
や
社
会
生
活
も
大
き
な
影
響
を
受
け

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

兵
庫
県
に
お
い
て
は
、
大
半
の
砂
浜
が

消
滅
す
る
ほ
か
、
兵
庫
県
南
部
地
域
沿
岸

部
に
お
い
て
は
、
海
抜
一
㍍
以
下
の
地
域

が
多
い
こ
と
か
ら
、
海
面
上
昇
に
よ
る
悪

影
響
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
高
潮
も
心
配
で

す
。

温
暖
化
が
進
む
と
、
国
内
で
は
降
雪
が

雨
に
な
っ
た
り
、
融
雪
が
早
ま
っ
た
り
す

る
た
め
、
河
川
流
量
が
一
〜
三
月
に
は
増

加
、
四
〜
六
月
に
は
減
少
し
ま
す
。
こ
の

た
め
、
農
業
用
水
、
都
市
用
水
な
ど
の
水

不
足
の
恐
れ
が
生
じ
る
ほ
か
、
水
害
や
渇

水
な
ど
の
水
資
源
の
状
況
が
両
極
化
す
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

二
酸
化
炭
素
濃
度
の
上
昇
は
、
一
般
に

植
物
の
生
育
に
は
プ
ラ
ス
に
働
き
ま
す
が
、

気
温
の
上
昇
は
地
域
に
よ
り
異
な
る
影
響

を
与
え
ま
す
。
水
稲
の
場
合
、
気
温
の
上

昇
に
伴
い
、
西
日
本
で
は
、
現
在
の
品
種

は
生
産
量
が
低
下
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

ま
す
。

世
界
の
陸
地
で
、
雨
の
降
る
場
所
が
変

わ
り
、
雨
の
降
り
方
や
乾
燥
が
極
端
に
な

る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。
最
近
の
世
界
各
地

で
起
こ
っ
て
い
る
洪
水
や
異
常
高
温
、
干

ば
つ
、
砂
漠
化
な
ど
は
、
そ
の
兆
候
だ
と

も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
瀬
戸
内

地
域
で
は
、
雨
量
が
減
少
し
、
乾
燥
化
が

進
む
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
台
風

の
発
生
頻
度
が
増
え
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。夏

季
に
気
温
が
高
く
な
る
頻
度
と
期
間

が
増
加
す
る
と
、
熱
射
病
な
ど
の
発
生
率

や
死
亡
率
が
増
加
す
る
恐
れ
が
あ
り
、
ま

た
、
死
亡
率
の
高
い
マ
ラ
リ
ア
な
ど
の
熱

帯
性
の
感
染
症
の
危
険
地
域
に
西
日
本
一

帯
ま
で
が
入
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
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今
年
の
夏
は
特
に
暑
か
っ
た
で
す
ね
！

昔
に
比
べ
る
と
誰
も
が
少
し
ず
つ
暑
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感
す
る
夏
で
し
た
。

私
た
ち
が
日
常
生
活
を
送
る
う
え
で
は
、
あ
ま
り
実
感
の
わ
か
な
い
問
題
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
地
球
の
温
暖
化
、
オ
ゾ
ン
層
の
破
壊
、
熱
帯
林
の
減
少
、
貴
重
な
生
物
の
絶
滅
な
ど
、
地

球
規
模
の
環
境
問
題
は
深
刻
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
今
回
は
地
球
の
温
暖
化
の
原
因
と
影
響
な
ど
を
学
び
、
私
た
ち
に
も
で
き
る
こ
と

を
考
え
ま
せ
ん
か
。省

エ
ネ
ル
ギ
ー�

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ�

グ
リ
ー
ン
購
入�

冷暖房を１℃ずつ上げ
下げする�
�
年間の電気料金・灯油
代金あわせて�

約1,900円節約�

シャワーの出しっぱなし
を毎日１分間ずつ控える�
�
年間のガス・水道料金を�

約7,500円節約�
（4人家族の場合）�

　日用雑貨や台所用品
などは「エコマーク」
や「みらいちゃんマー
ク」などのついた環境
に優しい商品を買いま
しょう�

省エネ型のエアコンや
冷蔵庫に取り替える�
�
年間電気料金を�

約30％節減�

テレビのつけっぱなし
を毎日１時間やめる�
�
年間の電気料金を�

約800円節約�

マイカーによる移動距
離を毎日１㎞短縮する�
�
年間のガソリン代を�

約3,800円節約�

１日10回の急発進・
急加速をやめる�
�
年間のガソリン代を�

約4,600円節約�

エアコンのフィルター
や掃除機のフィルター
は、こまめに掃除をし
ましょう�

すばらしい環境を
子どもたちに残し
たいものです。

（産業生活課環境担
当主幹　大西俊幸）
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陸
地
が
な
く
な
る

（
海
面
水
位
の
上
昇
）

水
害
や
渇
水
の
恐
れ

農
業
生
産
へ
の
影
響

豪
雨
や
干
ば
つ
な
ど
の

異
常
気
象
の
増
加

人
の
健
康
へ
の
影
響

※イラストなどは、兵庫県地球温暖化防止活動推進センター冊子から作成


